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脱脱炭炭素素にに向向けけたた日日本本型型イイノノベベーーシショョンンのの刷刷新新

－－アアママゾゾンン主主導導のの気気候候誓誓約約にに倣倣うう多多様様なな知知のの結結合合
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図図 2. ESG リリススククにに対対すするる R&D対対応応 －－ シシナナジジーーととトトレレーードドオオフフのの二二元元性性.   

グローバルR＆＆Dリーダーの多様な知の結合策

「気候誓約」による相互連携効果に視点を据えて R&D 
リーダーの F + ESG 最適化戦略を比較検証して、以上
の狙いに沿うシナジー効果を発揮するダイナミズムを明
らかにして、多様な知の結合策を解明。 
 
 

ESGリスクに対する企業の対応戦略

(1) 経経営営思思想想・・経経営営資資源源 
企業の ESG対応は、優れて ESGへの傾斜的配分可
能な経営資源量に依存し [6]、成長志向企業は総じ
て積極投資に肯定的であるが、固定思考企業は概し
て投資に抑制的 [2]。 
これは、R&D 対応に端的に表れ、世界の R&D トッ
プ 100 社の間でも、一定の閾値を境に「高 R&D 企
業」(HRFs) と「低R&D 企業」(LRFs)に二元化し、前者
は R&D 主導で ESG リスクのブレークスルーに邁進
するのに対して、後者は R&D の リスクを回避して、
非 R&D 対策を通じた事態の回避策を模索（図図 1））。 
その結果、図図2に示すように、R&D とESG リスク対応のシ
ナジー(好循環) とトレードオフ(悪循環) の二元化を招来。 
(2) 地地球球大大ののスステテーーククホホルルダダーーのの参参加加慫慫慂慂 
シナジーは、成長志向企業の旺盛な学習意欲[3]に
立脚するネットワーク外部性効果に負い [4, 7, 9], R&D 
世界トップの アマゾン は、「多岐にわたるシステム現象
の凝縮体」で、「地球大の一蓮托生の課題」 たる脱炭素に
向けて地球大のステークホルダーの多様な知の結合 

ねらい

脱炭素を始めとする環境・社会・ガバナンス（ESG）リスク
の高まりは、企業の経営戦略を F（Corporate Financing）  
に加えて ESG をも満たす F+ESG 最最適適化化を不可避と
し、R&D を軸としたDX展開 の千載一遇の好機 [8]。 
だが、実態はシナジーとトレードオフの二元化。

本稿は、昨年 [14] に引き続き、R&D トップ 100 社
の 「R&D – ESG リスク対応戦略軌道」を分析して、
二元化を体現する数学モデルを導出し、それを用
いて、地球大のステークホルダーを包摂した多様な知
の結合によるシナジー加速効果を明らかにして、日本
型イノベーションの刷新を啓発することを狙いとする。
([4], [6], [12])。 
ESG リスクは、新しいイノベーションの足がかりにな
り、R&D投資を誘発し、SDGsにつながるブランド価
値を創出する。かくして、ESG リスクの回避・R＆Dの
誘発・ブランド価値の創出の間の共進化が SDGs の
鍵となる。 
本稿は、「デジタル経済下での R&D モデルの変
容」 を基軸とする累次の報告 ([18]-[22]) を下敷きに、
世界の R&D トップ 100 社を対象に、各社の ESG リス
ク及びブランド価値を具現する統計データを活用し
て、3 者の共進ダイナミズムを計量的に分析して、ESG
による R＆D モデル変容の方向を明らかにすることを
ねらいとする。 

ln R0 

ln R0 

ln R0 

を狙いに 気候誓約ｲﾆｼｱﾃｨﾌ  ゙ (「気候誓約」) を主導。 
29 か国 322 社が参画して、 
国境・業種を超えた相互連 
携の実効が期待。

図図 1. R&D リリーーダダーーののESGリリススクク対対応応ククララススタターー.
R: R&D, R0: R&D閾値, E: ESG リスク. 
番号は R&D ﾗﾝｸ (図 3). [ ] は対象企業数。 
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分析の枠組み

グローバル R&D 企業

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

ESGリスク、ブランド価値
(1) ESG リリススクク 
業界固有の ESG リスクに対する企業の直面状況
と企業がそれらのリスクをどの程度適切に管理し
ているかを測定した Company ESG Risk Ratings 
(Sustainalytics, 2021) に依拠。 
https://www.sustainalytics.com/esg-ratings?industry=&currentpage=2 
 
(2) ブブラランンドド価価値値 

ESG リスク回避を通じて創出される評判、革新、
コストパフォーマンス、感情的な適合、推奨及び品
質を反映し、環境・社会・ガバナンスの属性の 3次
元的な利点を包含すると見なされるGlobal Brand 
Value Report (Brand Finance, 2007-2020) に依拠。 
https://brandfinance.com/wp-content/uploads/1/brand_finance_global _500_2020_preview.pdf 

F + ESG のシナジー効果の発揮には R&Dが不可欠 [7] との
認識に立脚して、その率先例をグローバル R&D リーダーに
求め、世界のR&D トップ 100社 (ICT 53, 自動車 19, 医薬 
28) (図図 3 ) の ESG リスクに対する R&D 対応のシナジーとト
レードオフの二重構造の比較実証分析に照準。 

図図 3．．世世界界のの R&D トトッッププ 100 社社のの R&D 投投資資 (2020) – US$ bil. 
Sources: Global innovate on leaders in 2020 - Top 100 publicly listed companies by annual  
R&D expenses (fDi Intelligence, 2021). https://www.fdiintelligence.com/article/79672

(11), (12)は、各企業の R&D – ESG 
リスク対応戦略軌道を体現。 

ESG リスクに直面した R&D リーダーの、図 2 に示す戦略オプション (ｼﾅｼﾞｰとﾄﾚｰﾄﾞｵﾌの
二元性) を現す R&D 関数の構築を狙いに、そのビヘービアの基本となる  ①学習理論 
(Arrow, 1962 [1]), ② Growth/fixed mindsets 理論（Dweck, 1988, 2006 [2, 3]）、③ネットワー
ク外部性理論 (Rogers, 2003 [9], Fanti, 2016 [4]) 等をベースに次の数理展開を試み、
年の トップ 社の実証分析によって、その有効性、汎用的適応性を実証。 

L = Γ(𝐾𝐾) = 𝑣𝑣𝐾𝐾−𝜆𝜆                                               (1) 

𝑌𝑌 = 𝑢𝑢𝐾𝐾 [1 − (1 − 𝐿𝐿
𝑤𝑤𝑤𝑤1−𝜆𝜆)

1
1−𝜆𝜆 ] (𝜆𝜆 ≠ 1)                              (2) 

Y = 𝑢𝑢𝐾𝐾(1 − 𝑒𝑒−𝐿𝐿 𝑣𝑣⁄ )         (𝜆𝜆 = 1)                           (3) 
𝑢𝑢𝑤𝑤

𝑢𝑢𝑤𝑤−𝑌𝑌 = 𝑒𝑒𝐿𝐿 𝑣𝑣⁄   (Taking a case of 𝜆𝜆 =1)                                (4) 
 
L = g1 + g2 ln E × (𝑅𝑅 − 𝑅𝑅0)                                          (5) 

𝑍𝑍 ≡ 𝑒𝑒𝐿𝐿 𝑣𝑣⁄ = 𝐴𝐴 ∙ 𝐸𝐸𝑘𝑘(𝑅𝑅−𝑅𝑅0)                                                  (6) 

𝑊𝑊 ≡ 𝑢𝑢𝑤𝑤
𝑢𝑢𝑤𝑤−𝑌𝑌 = 1

1− 𝑌𝑌
𝑢𝑢𝑢𝑢

= 𝐵𝐵 ∙ 𝑅𝑅                                       (7)  

B∙R = 𝐴𝐴 ∙ 𝐸𝐸𝑘𝑘(𝑅𝑅−𝑅𝑅0)                                           (8) 

𝑅𝑅 = 𝐴𝐴
𝐵𝐵 𝐸𝐸𝑘𝑘(𝑅𝑅−𝑅𝑅0) = 𝑨𝑨′𝑬𝑬𝒌𝒌(𝑹𝑹−𝑹𝑹𝟎𝟎) =  𝑹𝑹𝟎𝟎𝑬𝑬𝒌𝒌(𝑹𝑹−𝑹𝑹𝟎𝟎)                          (9) 

                        (10)   (10) 式はｼﾅｼﾞｰとﾄﾚｰﾄﾞｵﾌの二元性を体現 (図図4 )。 

 

（L: labor, K: capital, 𝜆𝜆, 𝑣𝑣: coefficient）[1] 

（Y: production, 𝑢𝑢: coefficient, 𝑤𝑤 = 𝑣𝑣
1−𝜆𝜆）      . 

(g1, g2,: coefficient (g1 = v ln A, g2 =v k))  [2]

(B: scale factor) 

(A’=A/B =R0)    

(The dynamic equilibrium condition against E increase as W =Z in (4)) 

図図 4．．ESG リリススクク増増大大にに対対応応ししたた R&D 誘誘発発のの二二元元化化ののダダイイナナミミズズ.
ムム..  

(11)   

                             𝜕𝜕 ln 𝑅𝑅
𝜕𝜕 ln 𝐸𝐸 =  𝑘𝑘0 (𝑛𝑛 + 1)𝑅𝑅𝑛𝑛 (𝑅𝑅 − 𝑅𝑅0)(ln𝐸𝐸)𝑛𝑛

[1 −  𝑘𝑘0 (ln 𝐸𝐸)𝑛𝑛+1 [(𝑛𝑛 + 1)𝑅𝑅𝑛𝑛+1 − 𝑛𝑛𝑅𝑅0𝑅𝑅𝑛𝑛]]
(12) 

(k: coefficient, A: scale factor)

Dynamic elasticity of ESG risk to R&D  

R = 𝑹𝑹𝟎𝟎 𝑬𝑬𝒌𝒌𝟎𝟎𝑹𝑹𝒏𝒏(𝐥𝐥𝐥𝐥𝑬𝑬)𝒏𝒏(𝑹𝑹−𝑹𝑹𝟎𝟎)

𝜀𝜀𝑅𝑅𝑅𝑅 = 𝜕𝜕ln𝑅𝑅
𝜕𝜕ln𝑅𝑅 = 𝑘𝑘(𝑅𝑅−𝑅𝑅0)

1−𝑘𝑘 𝑅𝑅 ln𝑅𝑅

Elasticity of ESG risk to R&D investment 

分析フレーム

シナジー企業は成長志向
で [2], 学習に積極的 [3] で  

R&D 閾値を超えるとシナジー効
果を発揮する (図 1)ことに注目して、  

 

    𝑘𝑘 = 𝑘𝑘0(𝑅𝑅 ln𝐸𝐸)𝒏𝒏   n < 0, k0: constant, n: multiplier. (Endeavor to enhance R&D ceiling       )

𝜺𝜺𝑹𝑹𝑬𝑬 =
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グローバル R&D リーダーの ESG リスク対応

R&D による ESG リスク対応の二元化
(11) 式によって 100 社の R0, k0, n を特定して、ESG リスク 
による R&D の誘発を分析。 
(12) 式によって𝜀𝜀𝑅𝑅𝑅𝑅を計測して、R&D-𝜀𝜀𝑅𝑅𝑅𝑅軌道を追証 (図図 5)。 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   
 
 
 
 
 
  

R&Dの閾値 R0  (ICT 4.5、自動車 3.55、医薬5.1) を超え
た高R&D 企業 （HRFｓ） は、 
の好循環、それに至らない低 R&D 企業 (LRFs)は
悪循環を示し、図 2の二元性のダイナミズムを体現。 
HRFs は
 

ステークホルダーによるR&D投資の慫慂

LRFs は、まずは、HRFs のスピルオーバー技術を吸
収・同化して、   に応えつつR&D 資源を涵養して、
R0 水準 (Tipping point [7]) を達成した上で HRFs 軌道へ
のシフトを追及することが要諦。 
HRFs は、膨大なR&D の持続的確保が鍵。このために
は、R&D による ESG リスク解消を通じて、ブランド価値
を創出して、それがステークホルダーの利益にもマッチ
するとの信任を得て、地球大の広範なステークホルダ
ー (図図 6) をして積極的な R&D 投資を慫慂させるスキ
ーム (図図7) [14] を確立することがが鍵。  
 
 
新たなイノベーションを生み出すことに意欲的に挑
戦。 

図図5．．100社社ののR&D ととESG ﾘﾘｽｽｸｸののR&D弾弾性性値値 (2020). 
R: R&D, 𝜀𝜀𝑅𝑅𝑅𝑅: ESG リスクの R&D 弾性値. 

この観点から、表表 1 は、R&D トップ 10 社の ESG リ
スク・R&D・ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ価値創出ダイナミズムを軸とした 
R&D 誘発構造を比較。図図 8 に示すように、アアママゾゾ
ンン、、アアルルフファァベベッットト、、アアッッププルル、、ママイイククロロソソフフトトのの 4 社社 
(AAAM) の誘発構造が突出。  

表表 1 R&D トトッッププ 10社社のの R&D 誘誘発発構構造造 (2020)

図図 8．．R&Dトトッッププ 10社社のの誘誘発発構構造造 (2020)  MIER: ESG リスクの限界 R&D 誘発率. 

R0 = 4.5 

R0 = 3.55 

R0 = 5.1 

図図7. ESG リリススクク・・R&D・・ﾌﾌﾞ゙ﾗﾗﾝﾝﾄﾄﾞ゙価価値値創創出出ダダイイナナミミズズムム.

図図6. R&D-ESG リリススクク解解消消をを志志向向すするるスステテーーククホホルルダダーー.

LRFs   HRFs 

LRFs   HRFs 

LRFs   HRFs 

、𝑑𝑑𝜀𝜀𝑅𝑅𝑅𝑅
𝑑𝑑𝑑𝑑 > 0 で、ネットワーク外部性を実証 [9]。 

これを通じて、
国境・業種を超
えた多様な知
の 結 合 が 期
待 。 「 気候誓
約」はこの確立
を促進。 

4 社の高 R/E, 
B/R, B/E 構
造は、ESG ﾘ
ｽｸに対して、
R&D で対抗
し、ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ価
値を創出し
て、ｽﾃｰｸﾎﾙ
ﾀﾞｰを糾合し
て R&D を慫
慂させる固有
の誘発構造
を示唆。 
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グローバル R&D リーダーのイニシアティブ

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図図9. F + ESG 最最適適化化へへののｽｽﾃﾃｰーｸｸﾎﾎﾙﾙﾀﾀﾞ゙ーー 参参画画ののﾀﾀﾞ゙ｲｲﾅﾅﾐﾐｽｽﾞ゙ﾑﾑ  
  

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

以上の検証に立脚して、4 社 (AAAM) の率先例を念
頭に、図図 9 は F + ESG 最適化へのステークホルダー
参画のダイナミズムを提起。 
図図 10 及び表表 2 - 表表 7 に示すとおり、一部の例外を除き
4 社の R&D 主導 ESG リスク対応は図 9 のダイナミズ
ムに沿う。 
アップルは、アマゾンと好対照の高総還元性向 (TRR) 
に見られるように、ブランド価値の上昇は主に株主に
還元されて、必ずしもステークホルダーの参画慫慂に
は反映されるには至っていない (表 6) [14]。 
 

*1 Table 2 
*2 Fig. 10 
*3 Fig. 10, Table 3 
*4 Table 4 
*5 R/S = E/S x R/E 
*6 R =R/S x S 
*7 Table 5 
*8 B/E = R/E x B/R 
*9 Table 6  
*10 Table 7  
 

FCR: Price free cash ratio; IBR: Marginal inducibility of brand value to R&D. 

表表 8 4社社のの抗抗 ESG リリススクク構構造造 (2020)

図図 10. 100 社社のの売売上上・・ESG リリススクク・・回回避避努努力力(2020). 

以上をもとに表表 88
は4社の抗ESG リ
スク構造を比較。 

R&D, ESG リスク
の R&D 弾性値ト
ップのアアママゾゾンンは、
CCC, クラウドに突
出し、ステークホル
ダー資本主義も先
導 [10, 11, 13]。 
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アマゾン主導の気候誓約に倣う多様な知の結合

ESG 指向ステークホルダー資本主義

アマゾンは突出した CCC を梃に、CCC, R&D, 売上、時価総額の 4 重のフィードバックサイクルを構築 [10, 13]。これは、 
R&D, AWS, ブランド価値の共進構造に展開 (図図 11、表表 9) 。     

 
 
 
 
 
 
この共進を通じ、AWS の機械学習が蓄積されて、新機能が創出 (図図 12、表表 10)。 

 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

表表9 アアママゾゾンンののR&D・・AWS・・ブブラランンドドのの共共進進 (2008 - 2020) . 
AWS は R&D の結
晶。ブランド価値を創
出し、R&D を誘発。 
アマゾンの際立った
高 ESG リスク R&D 
弾性値はこの共進
構造に依拠。 

図図 13. R&D, AWS, ﾌﾌﾞ゙ﾗﾗﾝﾝﾄﾄﾞ゙価価値値のの共共進進構構造造.

図図 15. ｽｽﾃﾃｰーｸｸﾎﾎﾙﾙﾀﾀﾞ゙ｰー資資本本主主義義をを加加速速すするる 
R&D・・AWS・・ﾌﾌﾞ゙ﾗﾗﾝﾝﾄﾄﾞ゙価価値値のの共共進進構構造造.

表表12 ｽｽﾃﾃｰーｸｸﾎﾎﾙﾙﾀﾀﾞ゙ーー 資資本本主主義義をを加加速速すするる 
R&D・・AWS・・ﾌﾌﾞ゙ﾗﾗﾝﾝﾄﾄﾞ゙価価値値のの共共進進 (2007-2020)

図図11. アアママゾゾンンののR&D・・AWS・・ブブラランンドドのの共共進進.

表表10  R&D主主導導AWSスストトッックク蓄蓄積積軌軌道道 (2010-2020:四半期)
LGDCC Rise CC 

(new functions) 
(CC) 

図図 14. R&Dにに体体化化すするるスステテーーククホホルルダダーーととのの相相互互啓啓発発.

新機能はｶｳﾝﾀｰﾊﾟｰﾄ企業に浸透し、その発展に寄与。そ
の学習を取り込み蓄積することにより、AWS はさらに進
展・拡張 (図図 13) [12]。 

Amazon 
web service 

以上の広範なｽﾃｰｸﾎ
ﾙﾀﾞｰ包摂力のもと F 
+ ESG 最適化は、ﾈｯ
ﾄﾜｰｸ外部性を上回る
ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ創発効果
を発揮 (表 11) [5]。 
29 か国 322 社が相互
連携して 「多岐にわた
るｼｽﾃﾑ現象の凝縮体」 

たる脱炭素に向き合う
「気候誓約」 は、国境・
業種を超えた地球大の
ｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞー との間で多
様な知の結合を触発。 
多様な知の結合はR&D
と ESG 対応の好循環を
持続する上で不可欠。 
「地球大の一蓮托生の課
題」 故に秘匿・競争の壁
を超えた実効が期待。 

 

図図12. ｱｱﾏﾏｿｿﾞ゙ﾝﾝののR&D主主導導ののAWSｽｽﾄﾄｯｯｸｸ蓄蓄積積軌軌道道 (2010-2020).

このように、ｶｳ
ﾝﾀｰﾊﾟｰﾄ企業
の成長まで学
習・同化して、
ｱﾏｿﾞﾝはR&D 
を急速に拡大
(図図 14) [12]。 

ｽﾃｰｸﾎﾙﾀ ﾞｰに
「R&D によるESG ﾘ
ｽｸ解消とのｼﾅｼﾞｰ」
を信任させて、 そ
れに賭ける広範な 
 

このような 
「AWS の成長
性・拡張性を
内包する自己
増殖機能」 は 

かくしてアマゾンは際立っ
た ESG ﾘｽｸ R&D 弾性値
および群を抜いたR&Dの
限界弾性値誘発性を体化 
し、図4を上回る好循環を発
揮 (表表11)。 

ｽﾃ ｸーﾎﾙﾀﾞー の参画を加速 
して高R&D を実現 (図図15, 表表12)。

表表 11 4社社ののﾈﾈｯｯﾄﾄﾜﾜｰーｸｸ効効果果
(2020)
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時 代 帰属主体 イノベーション 
資源 

負 担 成長資源 リターン 現状→刷新 

1980年代－ 終身 
所属企業 

見えざる 
出資 

若年層の 
低賃金 

低賃金を上回る 
生産性の余剰 

高年齢層の
生産性を上
回る高賃金 

成功体験の 
慣性に呪縛 

－2040年 地域・地球 国境・業種
を超えた見
えざる共進 

シナジーを目指
したESG リスクの
ブレークスルー 

地球大の一蓮托生
課題への連携・クラウ
ドによる見えざる共進 

 F + ESG 
のシナジー 

国境・業種を超え

た見えざるパート

ナーとの連携 

結 論

脱炭素を始めとする ESG リスクの高まりは、企業を 「R&D 主導
活路開拓企業」 と 「非R&D依存事態回避模索企業」 に二元化。 

学習意欲にあふれた成長志向の高 R&D 企業は、前
者を率先して、ネットワーク外部性効果を享受。 

学習理論・成長志向理論を下敷きに、「ESG リスクの
R&D 弾性値」 に着眼して、以上を体現する数学モデ
ルを導出して、R&D リーダーの対応を比較実証分析。 

顧客中心 R&D 企業を標榜する R&D 世界トップのア
マゾンは、R&D・AWS・ブランド価値創出の共進構造を
構築し、新機能を創出して、連携企業に浸透させて発
展に寄与し、その成果を学習してさらに高度化。ステー
クホルダーに「R&D と ESG 対応とのシナジー」を信任
させて、それに賭ける積極的R&D への慫慂を獲得。 

このｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰ包摂力のもと、 F + ESG 最適化はネッ
トワーク外部性を上回るイノベーション創発効果を発揮。 

「多岐にわたるシステム現象の凝縮体」で、「地球大の一蓮
托生の課題」 たる脱炭素に向けて地球大のステークホルダ
ーの多様な知の結合をねらいとする 「気候誓約」 は、国
境・業種を超えた地球大の広範なステークホルダーとの相
互連携を進めるもので、想定外の多様な知の結合が期待。 

この結合はR&DとESGリスクブレークスルーの好循環を持
続する上で不可欠。「地球大の一蓮托生の課題」 故に可能。 

これは、終身所属企業の「見えざる出資」にのっとった 80
年代までの成功体験の慣性に呪縛されている日本企業
に地球大の「見えざるパートナー」を得難いステークホル
ダーと認識して、国境・業種を超えた連携に邁進すべき
ことを啓発。継続的展開とその追証が今後の課題。 
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図図16.. 気気候候誓誓約約イイニニシシアアテティィブブにによよるるアアママゾゾンン・・UPMのの連連携携 －－ 多多様様なな知知のの結結合合にによよるるシシナナジジーー加加速速 .

(2) 日日本本型型イイノノベベーーシショョンンのの刷刷新新 
脱炭素を奇貨として、地球大の「見えざるﾊﾟー ﾄﾅｰ」を得難い時代的ｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞー と認識して、国境・業種を超えた連携に邁進。 

表表 13 日日本本型型イイノノベベーーシショョンン刷刷新新のの方方向向

気候誓約イニシアティブの触発する多様な知の結合

(1) 国国境境・・業業種種をを超超ええたた多多様様なな知知のの結結合合－－ﾃﾃﾞ゙ｼｼﾞ゙ﾀﾀﾙﾙﾘﾘｰーﾀﾀﾞ゙ーー アアママゾゾンンととﾌﾌｨｨﾝﾝﾗﾗﾝﾝﾄﾄﾞ゙森森林林ﾘﾘｰーﾀﾀﾞ゙ーー UPM ととのの共共進進にによよるるｼｼﾅﾅｼｼﾞ゙ーー 加加速速例例    

図図16.. 気気候候誓誓約約イイニニシシアアテティィブブにによよるるアアママゾゾンン・・UPMのの連連携携 －－ 多多様様なな知知のの結結合合にによよるるシシナナジジーー加加速速 .
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